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Colias marcopolo nicolopolo ROBER ハク トウ モン キチ ョ ウツ (Fig. 3) 


本 種 が 北朝 鮮 に 産 す る と し て 記載 され た の は 1937 年 , “ Zephyrus” vol. VIL, No.1, p. 63 に 土居 寛 湯 氏 が 上 記 
の 新 和 名 を も っ て 発表 され た 報 文 に お いて で ある が , 以来 再度 の 記録 は まだ し ら な い . 土居 氏 の 報 文 に よる と 丸田 
助 継 氏 が “勧業 模範 場 業 報 ” Vol. IV, No. 2, 昭和 4 年 4 月 1 日 発行 に “ 成 北 鏡 城 附近 ノ 鱗 頑 類 目録 ” を 掲載 さ 
れ た と き は じ め て 報告 され た も の で ある と いう . 土居 氏 は お 手許 に ある , 贅 の 開 張 $③ 37mm, 42mm で 昭和 5 年 
7 月 28 日 , 白頭 山 農 事 洞 で と れ た 橿 本 に も と ず き , C. palaeno orientalis アム ー ル オツ ネン チョ ウ (Fig. 4) と 
略図 を 掲げ て 比較 せら れ , 1) marcopolo の 方 が 鞍 の 開 張 は 小さ い , 2) marcopolo で は 表面 前 殖 外 縁 の 黒 紋 中 に 
数 個 の 斑紋 が ある が , palaeno に は それ が な い , の 2 点 を あげ て 両者 を 区 別 せ られ た . 

以上 の うち , 1) の 点 は 両 種 の 区 別 と し て 一 般 的 に 認め られ る と と ろ で ある が , 2 の の 点 に つい て は いさ さか 疑問 が 
な いで は な い . 比較 され た 2 つの 略図 は お さか か は っ きり し な い が , 両 種 と も 前 交 外 緑 の 黒色 部 に 斑紋 の あら われ 
る と と は る に は な いか ら marcopolo の 図 は そ や と も 考え られ る . し か し ゃ な ら ば 後半 表面 外縁 の 黒色 部 は (と と に 
下端 は ) と の よう に 境界 は は っ きり せ ず , か び 黒 色 部 中 に 斑紋 の あら われ る の が 普通 で ある か ら , \ の 図 と し て 必 
ず し も ゃ 適切 で な い . し か も 亜 種 7Zco/opo/o に な る と 元 来 郊 表 前 翔 端 黒色 部 巾 狂 く , る は 黄色 の 地 色 は 淡色 , \ は 
椅 色 で , 両性 と も 黒色 部 内 に 斑紋 は あら われ な い の で , と の 点 で 図示 の ハク トウ モン キチ ョ ウ な る も の は 全く 
nicolopolo と は 異 っ た も の と 考え ざる を えな い . (写真 に は 参考 の た め 私 の 手元 に ある パミール 産 の 真正 の nicolo- 
po7o を 示し た ). 種 marcopolo は 非常 に 個体 変化 の は げ し いも の で ある が , それ に し て も 個体 は 小さ く , 表面 前 類 
中 室 端 の 黒点 の 出現 度 は 弦 く , 全く 消失 し た 個体 も 多く , mzcolopolo に は あら われ る も の や , 写真 に 示し た よう に 
ほとん ど 消 えた も の (Fig. 3) る ある . と の 点 , ハク トウ モン キチ ョ ウ の 黒点 は は っ きり し すぎ て いる よう で あり , 
$ の 耕 表 地 色 が 樽 色 で ある と と も 書い て な い . 従来 し られ た 種 marcopolo の 産地 は パミール 高原 一 帯 で あっ て , 
4000 m 位 の 高地 に 分 布 す る . それ が ずっ と と び 離 れ て 白頭 山 の 麓 (1500 m 以 下 ) 分 布 す る と いう の も いさ さか 
不 自然 の 感 が し な いで は な い . ゆえ 私 は と れ は 何 か 他 種 の 誤り で は な か ろう か と 思う . ちな み に marcopolo は 
palaeno の 祖 型 と も ちい うべ き 種 で 高地 帯 の 限ら れ た 地域 に の みそ の 名 残り を 止め て いる の で ある . また \ が 樽 色 を 
星 す る と と も 本 種 が erate の よう な 黄色 種 群 と e の sg の よう な 赤色 種 妖 と の 源流 を な す も の と し て 注目 し な けれ 
ば な ら な いと こと ころ で ある . 





























Colias viluiensis MENETRIES コ ベ ニ モン キチ ョ ウ (Figs. 1&2) 


本 種 も また 土居 氏 が 上 記 の 報 文 中 で 記載 され た も の で , その 材料 は 大 正 14 年 (1925) 4 月 20 日 黄海 道 首 陽 山 で 
趙 福 成 氏 に より 採集 され た 1 8 と 昭和 10 年 (1935) 7 月 30 日 京北 道 北 漢 山 で 土居 氏 に より 採集 され た 1$ の 2 頭 で 
ある . と も に 大 破 し て いる が , 交 の 開 張 は 51mm で ゃ は 交 表 白色 , $ は 交 表 紅色 を 呈し と も 人 藍 紫色 の 光沢 が ある 
と いう . な お 土居 氏 は 大 正 8 年 11 月 発行 の “朝鮮 葉 報 ” に の せら れ た “朝鮮 産 媒 類 目録 "中, ベニ モン キチ ョ 
ウ と し て 入れ た も の は yzezs が 5 で ある よう に 思う と 加え て お られ る . と の 目録 に 入れ られ た Colias の 標本 は 平 
壌 高等 普通 学校 に 保管 され , 学校 の 火事 に 焼失 し た と いう . 土 居 氏 が yzzez545 と 同定 され た の は と れ ら の 標本 が 1) 
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Fig. 1. Colias viluiensis MEN. ゃ Vorderfligellange 24 mm. Magadan, Sibirien. 

Fig. 2. C. viluiensis MEN. @23 mm. Magadan, Sibirien. 

Fig. 3. C. marcopolo nicolopolo R6BER, ざ 20 mm. Turkestan. 

Fig. 4. C. palaeno orientalis STGR. ラプ 21 mm. Transbaikal, Sibirien. 

Fig. 5. Erebiakozhantshikovi SHELJ. ¢18 mm. Jakutsk, Sibirien. 

Fig. 6. Erebia kozhantshikovi SHELJ. ¢18,5 mm. Magadan, Sibirien. 

Fig. 7. Lycaeides subsolanus myokoensis nov. 2 15.5 mm, My6k6san Japan. Eine Form mit rot-gelbe 
Zeichnung im submarginalen Feld der Hinterftugeloberseite. 

Fig. 8. L. subsolanus myokoensis nov. 16 mm. My6k6san, Japan. Dieselbe Form. 

Fig. 9. L. subsolanus myokoensis nov.、 ざ 16.5 mm. My6k6san, Japan. Eine Form mit den klaren 
Punkte im submarginalen Feld der Hinterfugeloberseite. 

Fig. 10. L. subsolanus myokoensis ssp. nov. ご 16.5 mm, Holotypus, My6k0san, Japan. 

Fig. 11. L. subsolanus ssp. 15mm. Hakubayari, Pra&f. Nagano, Japan 

Fig. 12. た . subsolanus myokoensis ssp. nov. 215 mm. My6k6san, Japan. 

Fig. 13. た. subsolanus myokoensis ssp. nov. 218,5 mm. Allotopotypus, Myok6san, Japan. Unterseite. 

Fig. 14, アル. subsolanus myokoensis nov. @16 mm. My6k6san, Japan. Eine Form mit den verschmeltzten 
langen groBen Flecke der Hinterfligelunterseite, 

閉 の 開 張 小さ く て 51mm で ある と 2) 半 表 が 何と な く 著 紫色 の 光沢 を も つと いう 2 点 で ある . 元 来 viluiensis 


は keos CD 十 数 束 の ソ 連 マ ガ ダ ン 和 州 産 の yzluiensis 5? は 大 きい も の で も , 開 張 43 
mm を と こえ な い . 51mm と いう の は お むしろ 4eos の 開 張 に ひと し く , 私 の 所 有する ソ連 アル タイ 産 の eos で も 48 
mm 位 の が ある . 従っ て 51mm は 小形 で は な い . また 土 大 氏 御 所 蔵 の $ は 慈 表 紅 色 を 呈す る と いう が , viluiensis 
は heos に 比 し て は る か に 赤 味 は 弱く , 紅色 で な く , 構 色 を 呈す る . Aeos で も 紅色 か ら 橋 色 へ 移行 する よう な 型 
の も ある が viluiensis は heos の 椅 色 型 よ り も さら 黄色 味 の 強 い 椅 色 で ある . そう し て 2) の 特色 すなわち 藍 紫 
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色 の 光沢 の 加わ る と と は ん eos で も yiluiensis で も , 認め られ る 個体 と 全く 認め られ ぬ 個 体 と ある . その 上 その 
光沢 は 長 り 強 いも の で は な いか ら 飛 び 古 す と 一 必 不 明 上 し な る と 思わ れる 。 以上 に よっ て , 十 居 氏 の 報 文 に よる 限 
り は , 西 鮮 , 中 鮮 に viluiensis が 分 布 す る と 断定 する と と は 差し ひか える べき で ある と 思う . 

も っ と も 地理 的 分 布 上 は yz/zzezs2S は marcopolo より 途 に 広く 東南 シベ リア か ら 北 東 シ ベ リア に わた り , また 
少 谷 先 生 の 御 教示 で は 満 洲 か ら も 採れ た こと と が ある と か いう 話 で 北 鮮 ま で 南下 し て いる と 考え て も 無理 で は な い . 
問題 は 土居 氏 の 標本 が 本 種 で ある か どう か で , 私 は 疑問 視 す べき も の と 判断 する . 








Erebia kozhantshikovi SHELJUZHKO ザイ ジュ ン ベ ニ ヒ カ ゲ (Figs.5 & 6) 


本 種 の 朝鮮 か ら の 記録 は 1941 年 石 宙 明 氏 が 『“ Zephyrus ” vol. IX, No. 2, p. 108 に 上 記 の 新 和 名 を 付 し , 1940 
年 7 月 26 日 冠 帽 笑 (2541 m) で 上 張 在 順 氏 が 採集 され た 1 ぁ 2 を 発表 し た に も と づく が , 以来 再度 採集 され た 記録 は 
な い . 本 種 に 非常 に 似 て 分 布 も 近い も の に Erebia dabanensis が あり , 正確 な 原色 写真 で も な いと 何れ か は っ き 
り 断 言 出来 な い が , 石 氏 の 示さ れ た 写真 に よる 限り , ま づ kozhantshikoyvi と 判定 し て よい で あろ うか . 標本 は 
で ある が , それ に し て も 前 諸表 面 亜 外縁 の 茶褐色 帯 及び その 中 に 並ぶ 5 個 の 黒点 は 本 種 と し て は 非常 に 大 きく , 後 
翔 の 眼 状 紋 も 相当 に 大 きい . 何れ 個体 変化 は あろ う が , と うし た 点 で 朝鮮 の は ある い は 原 亜 種 と 区 別して よい の か 
も し れ な い . WARRgN 氏 (1936) に よれ ば , 本 種 の 分 布 は と ベリ アガ が 中心 で , 南 は ヤブ ロ ノ イ 山 脈 東 部 に 及び , 
北 は ヴイ ルイ 北方 を へ て オレ ネ ク 河 流域 に 達する が , 恐らく 東北 シベ リア の 奥地 まで の びている の で は な か ろう か 
と の べ て いる . 如何 に も その 通り で , 私 の 手元 に ある る る も バイ カル 湖 産 よ たり ヤー クツ ク 産 , さら に 東 へ , マガ ダ 
ン 産 まで あり , 採集 デー ター は すべ て 6 月 下旬 で ある か ら , 婦 7eg と し て は 出現 の 早い 種 で 冠 帽 笑 で も 恐らく 6 
月 に 登っ た な ら ば 個体 が 多く えら れる の で は ある まい か . 



































Lycaeides subsolanus myokoensis subsp. nov. (Higs. 7~10, 12~14) ミ ョ ウ コ ウシ ジミ ( 新 称 )* 


Holotypus 1 @, Allotopotypus 1 ゃ , Paratopotypen 422@ 269 £9, 前 次長 , み 14-17 mm. \ 18.5-18.5 mm, 
新潟 県 妙高 山 航 息 ケ 峰 , 20-21. VII. 1968. 

笹 ケ ヶ 峰 の subsolanus は 従来 か ら も 注意 され て いた よう に 他 の 地区 の も の と は 異 っ た 特色 が あり , と くに 地域 的 
に は 近く に 産 す る ト ガ クシ シジミ (ん. subsolanus togakusiensis MURAYAMA, 1964) と は 最も よく 似 て いて 1 個 
体 ず つの 比較 で は 気がつか な い 場 合 も ある が , 多数 を 比較 し て みる と , は っ きり し た 相 悦 点 が 見 出さ れる の で ある . 
よっ て と の た び 新 亜 種 の 取扱 い を し , 以下 に 記載 する と と と し た . な お 本 群 に つい て の 分 布 お よび 生態 の 研究 は 清 
沢 ・ 降 族 ・ 浜 ら 諸 氏 に よっ て 目下 行わ れつ つ あ る . 

ま づ 一 般 に ト ガ クシ シジミ より 本 亜 種 は 大 形 で ある . 手許 の 展 凌 品 に つい て ト ガ クシ シジミ 338$23 生 と 本 亜 種 
の タイ プ 全 部 に つい て 平均 前 次 長 を 調べ た と と ろ , 

ト ガ クシ シジミ $15 mm 弱 \15.4 mm 弱 

本 新 亜 種 る 15.4 mm 強 ゃ 17.7 mm 強 
と な り , ト ガク シシ ジミ と 本 亜 種 S3 と が ほぼ 相 近 く , 本 亜 種 ? に 至っ て は 康 る 大 形 で 中 に は アサ マシ ジミ アル. sz の - 
solanus yagina \ に あえ て お と ら ぬ 個体 すら ある . 次 に 外観 上 の 色彩 斑紋 に つい て は , る (Fig. 10) 諸表 は 明る 
い 空 色 で 青色 鱗 は 一 般 に 外縁 近く まで 散布 し , 外縁 黒 帯 は ト ガ クシ シジミ 程 広く な く , お むしろ と の 点 ヤ リガ タケ シ 
ジミ L. subsolanus yarigadakeana に 近く , 個 休 に よっ て ( | リガ タケ シジミ 同様 に 青色 鱗 の 散布 は 広い が , 外 
縁 黒色 淀 内 側 の 青色 部 と の 境界 は ヤリ が あみ の ミ の よう に は は っ きり し な い . 後 甚 も 外縁 時 色 帯 は ト は ガク シシ ジ 
I 示す も の が ある . 
(Fig. 9) (あたかも argus pseudoaegon に みる よう な 感じ で ある .) さら に 興味 ある の は と の 黒 円 紋 の 上 方 に 接 
し て 第 1 室 より 第 3 室 に わた り , 小さ な 棒 黄 色 紋 を あら わす 個体 が ある と と で (15 頭 な いし 20 頭 に 1 頭 の 割合 ), 
(Figs. 7 久 8) と の よう な 現象 は ヤリ ガタ ケシ ジミ や ト ガ クシ シジミ で は 見 た と と が な い . 手元 の 43 る る の う 





























* 生 季 ヒータ 別 の 和 名 を つけ る と と は 原則 と し て 人 成 し な い が yarigadakeana (とこ ヤリ ガ ダ ケ シジミ の 名 が あて 
られ togakusiensis (に トト ガク シシ ジミ が あて られ て いる の で 便宜 上 本 亜 種 に も 和 名 を つけ た . 
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ち で は 3 る に それ が 認め られ た が , その 他 の 個体 で も 何と な く 黒 円 族 の 上 方 が 微か に 淡 楼 色 を お びる も の が あり , 
本 亜 種 の 著しい 遺伝 的 傾向 で ある . 裏面 は ト ガ クシ シジミ と 大 差 な い が , 後 次 第 2 室 に お いて , 橋 色 紋 を 上 下 に は 
さん だ 黒色 紋 列 帯 の さら 内側 に ある 1 黒 紋 と 基部 近く に ある 1 黒点 が 発達 し , 両者 が 融合 し て 長大 な 黒 紋 を 形成 
する も の が 3 る る も あり (Tig. 14), 他 の 1 3$ は 一 方 の 玩 
が 融合 し 他方 は や や 融合 し か けた 現象 を 呈 し て いる . と の 
第 2 室 の 2 黒 紋 の 拡大 も 本 亜 種 の 著しい 幅 伝 的 傾向 と 考え 
られ る . ? (Figs. 12 立 13) に あっ て は ト ガ クシ シジミ 
\ よ り 表 面前 後期 亜 外 縁 に あら われ る 村 色 絞 列 は 一 般 に 発 
達 が よく , 日 本 産 Lycaeides 属 の ゃ と し て は 最も 派手 な 
感じ が する が , 表面 の 黒 紋 発達 も よく , と くに 前 正 第 2 室 
基部 や 後 閉 椅 色 紋 列 上 側 の や や 三角 形 を し た 黒 紋 列 発達 
は 目立っ て いる . 本 亜 種 は 従来 か ら エ ビラ フジ (Vicia 
deflexa) を 食 草 と する と と が いわ れ て いた が , 実際 私 も 
と の 植物 の 花 に 飛来 する も の を 多数 捕え る と と が で きた . 

な お 参考 と し て 白 馬 鐘 温泉 , 小谷 温泉 な ら び に 大 町 産 
の subsolanus を 図示 し た . これ ら は 多く の 個体 数 を 検 す 
る と と が 望ま れる が , myokoensis は 上 記 の 特色 に よっ て 
と れ ら 各地 産 の も の と は ほぼ ば 区別 す る と と が 出来 る で あろ 
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Fig、15. L. subsolanus ssp. 215mm. Omachi, 





Praf. Nagano, Japan. 6 う . と くに 大 町 産 の ぁゃ の は , や や 小形 で る の 装 表 が や や 障 
Fig. 16. L. subsolanus ssp. 215mm. Omachi, い 感 じ を 星 す る 点 で ogakusiensis に 近い と 思わ れる . 鏡 
Praf. Nagano, Japan. a . 
Fig. 17. L. subsolanus ssp. の 16 mm. Otari, 温泉 の も 小形 で ある が , $ 効 表 青 色 部 は togakusiensis よ 

Praf、Nagano, Japan. 明る い . 以上 の 柱 本 に つい sed- 三 概 ・ 是 川 広 女 面 
Fig. 18. Unterseite der Fig. 15、 9 2 に 2 吉林 て は 大 職 交 三 嘱 ・ 学 川 広 丈 了 
Fig. 19. Unterseite der Fig. 16. 氏 の 御 援助 を 感謝 し た い . 

Fig. 20. Unterseite der Fig. 17. 





Znusammenfassung 


Im 1937, hat Herr H. Dor zwei Arten d. h, Colias marcopolo nicolopolo und C. viluiensis aus Nord- 
korea aufgeschrieben. Doch sind seine Beschreibungen ungenau, und nehmen keine Abbildung mit. 
Ferner, seit seine Veroffentlichung bis jetzt, ist zweites Exemplar noch nicht erbeutet, so da der Fundort 
beider Colias in Korea bedeutend zweifelhaft sind. Dagegen, vorkommt gewiB Erebia kozhantshikovi 
in Nordkorea, die von D. M. SoEgk (1941) aus derselben Gegend registriert wurde, wegen Seinen deu- 
tlichen Figuren, obgleich nur ein Exemplar @ bis jetzt entdeckt wird. Weil in diesem weibjichen 
Exemplar, die rot-braune Binde der VorderHigeloberseite erheblich breiter als im Sibirischen Sticke 
ist, ist es mogiich daB das koreanische Stuck eine neue Unterart vertritt. 

Anus dem FuB des Berges Myok0san (2446 m), Praf. Niigata, Mitteljapan, beschreibe ich eine neue 
Rasse von Lycaeides subsolanus, als ssp. myokoensis nov. Diese Rasse steht sehr nahe anderer Rasse toga- 
kusiensis MURAYAMA, 1964, aber bestimmt grofer. 2@ Oberseite ist klarer, der schwarze Rand des Vor< 
derfltigels ist schmaler, der innere UmriB des Randes ist trube. In wenigen mannlichen Exemplare, 
erscheint kleine rot-gelbe Zeichnung im submarginalen Feld zwischen Analis 2 nnd Cubitus 1 der 
HinterfHugeloberseite. In anderer wenigen Exemplare, treten andere Aberration in der Hinterfligel- 
unterseite hervor. Der schwarze Punkt nahe Basalfeld und die schwarze Flecke des Mittelfeldes in 
1 Cubitalzelle verschmelzen, so bilden eine 1ange groBe Zeichnung aus. Zwei obenerwahnte Neigungen 
erscheinen mehr oder weniger auch in mehrerer mannlicher Stucke, aber nicht in subsolanus togakusi- 
ensis so Wie subsolanus yarigadakeana. 2, Die rote Submarginalbinde beider Fligeloberseite sind 
auffallend. Die Unterseite neigt zur VergroBerung aller schwarzen Punkte und zur Anusbildung 
Gberzahliger. Die FutterpfHanzen sind Vicia deflexa in der neue Rasse, dagegen Astragalus sp. nnd 
Hedysarum SD., in togakusiensis. 





NII-Electronic Library Service 


